
中経連

明日の中部を創る21世紀協議会 総会

５月18日（金）、「明日の中部を創る21世紀協議
会」（会長：豊田中経連会長）は、2018年度の総会
を名古屋市内にて開催した。
総会では、2017年度事業報告および収支決算、

2018年度事業計画および収支予算について報告
するとともに、理事・監事選任（案）を審議し、原案
どおり承認された。
本協議会は今年度、中部圏の広域的な地域づく

りに関するビジョンの策定、イノベーションの触発、
中部圏の未来を支える人材の育成の３点を重点
領域として、中部圏がわが国の新たな成長をリード
していくことを目指した活動を展開していく。

（総務部　伊藤 康隆）

定例記者会見

５月18日（金）、
中経連は総合政
策会議終了後、
豊田会長の定例
記者会見を行っ
た。はじめに豊田
会長は、緊張す
る中東情勢や北
朝鮮問題、米国
発の貿易摩擦など国際情勢に触れ、中部圏経済の
先行きへの影響に懸念を示した。
続いて、中経連の主催事業として、４月から８月

にかけて開催する中部５県および名古屋市との懇
談会と、５月にスタートした「中部圏イノベーション
促進プログラム」を紹介し、それぞれ取材を呼びか
けた。このうち６月開始の若手を対象にしたイノ
ベーション人材の育成プログラムに関して、「一企
業、一業界だけでは生まれない新しい価値や新し

いビジネスを生み出す異分野融合の場を提供した
い」と抱負を語った。
最後に、同日開催の理事会で中経連の新たな副

会長候補者に決定した（株）ジェイテクト取締役
社長の安形哲夫氏がイノベーション委員会の共同
委員長に、（株）三菱ＵＦＪ銀行副頭取執行役員の
中村昭彦氏が広域連携・地域づくり委員会の委員
長に就任することを公表。「安形氏は、工作機械の
業界に精通し、海外経験も豊富な人物。ものづくりの
現場で培った経験を存分に発揮していただきたい。
中村氏は、中部圏での営業経験が豊富で、将来
ビジョン策定をリードしていただくのに最適な人物」
と紹介した。

（総務部　奥田 知子）

中部国際空港利用促進協議会
理事会・賛助会員大会

５月24日（木）、「中部国際空港利用促進協議
会」（代表理事：豊田中経連会長、山本名古屋商
工会議所会頭）は、2018年度の理事会および賛助
会員大会を名古屋市内にて開催した。理事会で
は、2017年度事業報告・収支決算、2018年度事業
計画・収支予算等について審議し、原案通り承認
された。
引き続き、賛助会員大会を行い、賛助会員、関係
行政機関等から約200名が参加した。冒頭挨拶で
豊田代表理事は、「中部国際空港が中期経営戦略
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ご講演いただいた米村氏
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で掲げる2019年度旅客数1,500万人、貨物取扱
量24万ｔの達成に向け、協議会として精力的に事
業に取り組んでいく。旅客数の増加に向けては、イ
ンバウンドの取り込みが最も重要であり、ボリュー
ムゾーンの東アジアや東南アジアに加えて、今後、
滞在日数が長く、地域への経済波及効果の高い欧
米からの誘客についても取り組みを強化していく。
アウトバウンド需要については、北米等の長距離路
線が首都圏の空港に流出していることから、『フラ
イ・セントレア』活動の一層の推進を図っていく。貨
物の増量に向けては、越境Ｅコマースや農産品の
輸出促進に向けた取り組みを強化する」と協議会
の事業の方向性について述べた後、「中部経済の
発展には、空港機能のさらなる強化が重要であり、
空港の利用促進はもちろんのこと、行政、空港会
社、経済界が一体となって、二本目滑走路の実現
に向けても推進していきたい」と述べた。
引き続き、事務局より2018年度事業計画を説明

し、賛助会員に協議会の活動に対して一層の支援
と協力を求めた。

賛助会員大会終了後、
観光庁観光地域振興部
長の米村猛氏を講師に
迎え、「観光先進国の実
現に向けて」と題してご
講演いただいた。米村氏
からは、訪日外国人旅行

者の最新動向、国の観光政策、広域周遊や観光圏
に関する取り組み等について説明がなされた。

（社会基盤部　和田 耕一朗）

名岐道路の早期整備を要望

５月30日（水）、中経連は名岐道路に対する要望
活動を以下のとおり実施した。

要望先：国土交通省（森技監、石川道路局長） 等
訪問者：愛知県、一宮市、岐阜市、一宮商工会議所 等
＜主な要望内容＞
名岐道路は、一宮市と岐阜市とを結ぶ全長約

10kmの地域高規格道路で、既に供用されている
名古屋高速道路との直結により、名古屋市と岐阜
市を短時間で結ぶとともに、国道22号一宮市内の
慢性的な渋滞の解消や、名神高速道路（一宮ＪＣＴ
～一宮ＩＣ付近間）の渋滞解消なども期待される
道路である。
今回は、中野一宮市長、柴橋岐阜市長、豊島一

宮商工会議所会頭等とともに、森国土交通省技監
等と面談し、同道路の未整備区間について、2017
年度予算が初計上されたお礼とともに、さらなる早
期整備への要望を行った。

（社会基盤部　山口 智）

会員増強に
ご協力ください

中部の未来を
ともに考え

行動しませんか

新入会員大募集！！
中経連は、2017年度より、イノベーション委員会、地域産業活性化委員会を
新設するなど、委員会体制を刷新し、新たな活動にも取り組んでおります。
つきましては、共に活動いただける仲間をもっと増やし、これまで以上に地域
の期待に応え、より大きな成果をあげていきたいと思っております。会員の
皆様におかれましては、ぜひとも新しい仲間をご紹介いただければ幸いです。
何卒ご協力をお願い申し上げます。

【問い合わせ】総務部 伊藤 TEL 052〈962〉8091


